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　多治見市民の幸せのため、日々奮闘されている貴職に心より感謝いたします。
　私たちは、貴職が核融合科学研究所（以下、「核融合研」という。）の重水素実験の実施に同意する協定書の調印を今年度中に行う方向で調整中である、と聞き驚いています。
　この「核融合研」の重水素実験は、計画が公表された1998年以来14年間、市民の多様な反対運動によって実施できない状態が続いてきたものです。私たちは、それを今年度中に、「核融合研」と、多治見市、土岐市、瑞浪市、岐阜県との間で協定を締結して実施させるという貴職の方針に反対です。以下、その理由を述べます。
1． 　昨年3月11日の東日本大震災にともなう東京電力福島第一原子力発電所の深刻な事故により、放射線、放射性物質が人々を苦しめている現状を考えれば、あらたに放射線、放射性物質を発生させる重水素実験を認める事は到底できません。
　　　　この点について、「核融合研」は、説明会などで核融合と原発の違いだけを強調し、両者の共通点については語ろうとしません。しかし両者は、核分裂反応と核融合反応の違いはあるものの、共に核反応をともない、共に放射線、放射性物質を発生させるという共通点があります。
2． 核融合研は、重水素実験にともなうリスク、すなわち中性子線などの放射線、トリチウムなどの放射
性物質、ならびに放射性廃棄物に関して、それらの基本的情報を説明していません。リスクを語らず安全を強調する姿勢は、原発と同じで信用できません。それぞれについて指摘します。
　ァ）　　　重水素実験で問題となる放射線は中性子線とガンマー線です。核融合研が多治見市環境審議会に提出した資料によると、当初の計画では、1回10秒間の重水素実験で、中性子線量が最大で50万ミリシーベルト、ガンマー線量が1000ミリシーベルトです（資料１）。ガンマー線は中性子線が装置や建屋のコンクリートにあたってできる新たな多様な放射性物質が発するものです。
　　　　この内、中性子線量は絶対致死量です。また、両者の数値の高さは、福島原発事故で5年以上自宅に戻れない「帰還困難区域」が年間被ばく線量50ミリシーベルトを超す区域であることと比較すれば明らかです。核融合研は、こうした自らが試算した数値すら説明せず、微量な中性子が発生すると言い続けてきました。
1） 　重水素実験では放射性廃棄物が発生します。それは、中性子線がヘリカル装置や建屋のコンクリートにあたりあらたに多様な放射性物質を作り出し、それらは実験終了後放射線などを発する放射性廃棄物となります。前記ァ）と同じ経緯で核融合研が提出した資料によると、ヘリカル装置の真空容器などのステンレス鋼材に26種類もの放射性物質が作り出されます。その表の「半減期」の欄を見ると、半減期が1000年以上の放射性物質が10種類もあります（資料2）。
こうした放射性物質は、ステンレス鋼材以外に、中性子線があたる「ヘリカルコイル」、「ボロイダルコイル」、「コンクリート」にも作り出されます。したがって、重水素実験により発生する放射性物質はトリチウムだけではなく数十種類にものぼります。
このトリチウム以外の放射性物質について、核融合研は全く説明していません。ただ、質問があれば、放射性廃棄物については、40年くらい管理すれば安全なレベルになると回答するくらいです。しかし、半減期が千年以上の放射性物質も数多くあり、その説明は間違っています。
ゥ）　　放射性物質のトリチウムについて、核融合研は「微量のトリチウムが発生する」と説明し、その発生量については説明しません。しかし、平成11年3月24日付の核融合研の私たちへの回答（資料３）によると、最大年間1000回の重水素実験で11．6キュリーのトリチウム量となります。10キュリーが3700億ベクレルなので、当初の計画では、1回あたり4億2920万ベクレルのトリチウム量になります。この量は、福島原発事故による放射性セシウムの食品における基準値がキログラムあたり100ベクレルなのでその量の膨大さに驚きます。
以上のように、重水素実験のリスクに関する基本的情報を説明することなく、安全を繰り返す核融合研に対して貴職は抗議すべきであり、彼らが行う重水素実験を認めてはなりません。
3． 核融合研の安全評価委員会の問題点について
　　　　　核融合研は、｢公正中立な第三者の専門家、市民｣から構成されている安全評価委員会で、重水
素実験の安全性が確認されたとしています。また、多治見市を含む3市もこの安全評価委員会の安全確認をよりどころにして今年度内の同意の方向を打ち出しています。
　　　　　しかし、この安全評価委員会の委員16名について調べたところ、核融合推進の専門家が5名、原
子力を推進してきた専門家が5名含まれています。すなわち、委員の過半数を超える専門家は核融
合研の理解者で占められており、重水素実験の安全確認は既定の結論でした。さらに、委員のなか
には、核融合研の重要事項を審議・決定する核融合研の運営会議のメンバーである人さえいます。
「公正・中立」とは名ばかりです。
貴職は、このことについて核融合研に抗議すべきです。そして、重水素実験の実施に同意する
協定書調印を今年度中に行うという方針を白紙撤回してください。
（要望事項）
1． 重水素実験の実施に同意する協定書の今年度内調印の方針を白紙撤回してください。
2． 核融合研に重水素実験の実施を断念するよう求めてください。
３．　重水素実験のリスクに関する基本的情報を説明しない核融合研に抗議してください。
４．　公正・中立とはほど遠い安全評価委員会について、核融合研に抗議してください。
以上
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